
土壌の物理性 

土中への水の浸潤 1.フラックス境界と圧力境界条件 

 

本解説のすべての計算において，数値計算手法のための設定値にはデフォルト値を用いてある

が， Fig5-a(Silt)， Fig5-b(Silt)， Fig5-c(Silt)， Fig5-a(S.L)， Fig5-b(S.L)， Fig5-c(S.L)において，

[Iteration Criteria]中の[Intemal Interpolation Tables]を以下のように変更した。HYDRUS において

は，VG 式などの水分特性関数の計算に要する時間を減らすために，デフォルト設定の計算過程

においては，線形補完した関数を用いている。圧力，透水係数，水分分布の計算においては問題

が生じないが，Fig.8 のフラックス分布において線形補完による誤差が無視できなくなり，滑らかな

曲線が得られなかった。そのため，線形補完の設定を外して計算を行った。 
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